
広島大学附属三原学校園研究紀要　第4集　2014　PP．33－40

保　育

あきらめずにやりきる喜びを育む教師のかかわりとは

掛　　志　穂

1　研究の目的

　今の子どもたちが生きていく世の中は，現在よ

り職業数が激減し職種もかなり変化していると考

えられる。そのため，その時代を生き抜く子ども

たちには与えられたものをこなすカではなく，自

分から創造的に何かを生み出す力を求められる。

　本幼稚園には，子どもたちが好きな遊びをする

時間とクラスでまとまった活動をする時間がある。

好きな遊びをするときの様子を，矢野（2014）は雑

誌「幼児と教育」の中で次のように言っている。

「幼児教育では，段ボールや積み木など，いろい

ろな物を用意していますが，それを使って子ども

たちが何をすべきか規定していません。行為の方

向付けはありますが，具体的な内容は確定してい

ない。すると，子どもは自由な行為の中で，冒険，

探検ができる。冒険は未知を生み出していきます

から，予想もしなかったことがそこで開かれてい

くわけです。学校のように狭い範囲で解答が確定

する問題解決の状況ではなく，幼児教育は自由な

行為を保障し，子どもに新たなものを生み出す経

験，そして失敗する経験の機会を与えているので

す。」1）と述べてある。新たなものを生み出すた

めには，とりくむための十分な時間が必要であり，

その中で経験する失敗も大切だということである。

しかし，今目の前にいる子どもたちを見たとき，

失敗することを恐れかかわることをあきらめる姿

を目にする。一つエピソードを紹介する。

　「5歳児のある日のことである。まとまった活

動の中でみんなでおもちゃのマイクを作ることに

なった。5歳児ということで，自分でバネを作り

声が響くような仕組みのものを作ろうとしていた。

ものづくりに少し苦手意識をもっているG男は針

金をぐるぐると巻きつけてバネにするところで

困っていた。やろうとはしていたがうまくいかな

いと分かると『もうできん』と言い，あきらめて

しまった。そして持っていた材料でヘリコプター

を作り『Gはこれが作りたかった』と言って遊び

始めた。周りでは友だちが一生懸命マイクを作っ

ていた。みんなが作り終え響くマイクで遊ぶ姿を

G男は少しうらやましそうに見ていた。」

　このエピソードでのG男は，無理だと思ったら

他のものを作って遊んでいる。一見，たくましく

創造的に活動しているようにも見えるが，G男の

本当の気もちは「バネを作って響くマイクを作り

たい」のである。無理だと思ってあきらめてしまっ

ているのである。その後，教師はG男の気もちに

気づき一緒にバネを作った。G男は自分でマイク

を作ることができた喜びを味わうことができたの

である。

　このことからも，幼児期においては創造的にな

る前に失敗をおそれずあきらめずにかかわろうと

する体験を重ねることが必要であると考える。

　さらに矢野（2014）は，「子どもが自己活動できる

時間を保障し，子どもを冒険へと誘う魅力的な環

境（メディア）を整え，自分で活動することによっ

て自分の活動の結果を評価することができるよう

な状況を用意することが重要である」2）と述べて

いる。あきらめずにやりきる喜びを味わうために

は，まず，教師が時間の保障をし，子どもたちが

自らかかわりたくなるような環境を整え，さらに

子ども自身が自分の活動の結果を評価する，つま

り受け入れる必要があるということである。最初

のエピソードのG男は「バネを作れない」という
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ことを受け入れた。そこで教師が一緒にバネを作

るようかかわった。その結果，G男は自分のマイ

クを作ることができ，やりきる喜びを味わうこと

ができた。このような喜びを味わうためには，自

分の活動の結果を受け入れ乗り越える必要がある。

　そこで本研究では，子どもたちにあきらめずに

やりきる喜びを育むための教師のかかわりを明ら

かにすることを目的とする。

2研究の方法

（1）対象児

年長組5歳児19名（男児9名　女児10名）

（2）観察期間・場面

平成25年5月～11月

好きな遊びをしている場面

　クラスでまとまった遊びをしている場面

（3）方法

　子どもたちが困っている姿やあきらめようと

　している姿を捉え，どのように乗り越えたのか

についてのエピソードを記述する。カンファレ

ンスなどによりエピソードを分析し，あきらめ

ずにやりきる喜びを育む教師のかかわりを明ら

　かにしていく。

3　実践事例（5歳児）

実践例1「すいかのすいちゃんをまもれ！」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（7月）

〈背景〉

　春にすいかの苗をクラス前の畑に植えた。すい

かわりをしたいという子どもの強い思いからの苗

植えだった。このため，よく観察をしていた。7

月になりすいかの実を二つ見つけた。とても喜ん

だ子どもたちだったが，数日後，カラスに少し食

べられてしまった。それを機に，カラスから守ろ

うと，畑の周りにギラギラする物を作りぶらさげ

た。A男は「やりたくない」と言ってぶら下げる

物を作らなかった。そして数日たった。

　朝，すいか畑を見るとすいかの2個目が消

えいている。子どもが気づくまで言わないで

おく。H男が「すいかどうなっとるかねえ」

と見に行く。その場で大声で叫ぶ。　「せんせ

い，たいへん，すいかがない！」教師は「え一！

どこ？」と慌てて畑に行く。H男は「きっと

カラスがとったんよ」と言う。教師は「どう

する？みんなにも知らせんとね」と全体にこ

のことが広がるように促す。次に登園してき

たE男にH男が言った。　「スイカが消えとる

んよ！」するとE男は「え一！うそ一！」と

言いながらかばんを持ったままスイカを見に

行く。　「なんでないん？だれかがとったんか

ねえ。もも（年少）組かねえ」と年少組を疑

う。すかさず教師は「え一。それはちがうじゃ

ろう…　　」と答える。しばらくしてA男が

登園してくる。E男が「A男君，スイカがな

くなっとるんよ！」と言うとA男も急いで見

に行く。するとA男は「カラスかねえ。おれ

がきらきらのやらんかったけえかねえ」とぼ

そりと言う。その後，身支度を終えたA男が

園庭で割れたスイカを見つけて持ってくる。

A男は嬉しそうに「あったよ一！これじゃな

いん？」と周りの子に見せる。　「え一1どこ

にあったん？」と口々に言う。A男は「あっ

ち（カラスの巣がある木の下）に落ちとった

よ」と指をさして教える。H男が「やっぱり

カラスじゃ」とつぶやく。教師は残念そうに

「どうする？あと一つしかないよ，スイカ」

と言う。そこにA男が来て「カラスにとられ

んように，　（畑用の）あみかぶせたらいいん

じゃないん」とつぶやく。教師は「なるほど

ねえ。でも，今あみないんよ」と困ったよう

に言う。するとH男が「もう，せんせい買っ

てきてよ」と言う。　「そうじゃねえ。何かな

いかねえ」と言いながら倉庫に探しに行く。

A男がついてきて一緒に探すが，適当なもの

が見つからない。A男は畑に戻りカラスに見

つからないようにスイカを周りの葉で一生懸
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命隠す。教師を呼びに来て隠したところを指さ

す。教師が「あ，よく考えたねえ。これで大丈夫！

静かにしとこう。カラスにばれんように」と言っ

て静かに動くと，A男も少し照れながら静かにそ

の場を離れる。

【考察】

　保育室のすぐ前に自分たちの畑があるという環

境は，それだけでまず魅力的である。それに加え

て，子どもたちの興味が畑に向くようなかかわり

が必要である。この事例では，スイカがなくなっ

ているという情報を「みんなに知らせんと」と教

師が投げかけることでA男を含むたくさんの子ど

もたちが畑を意識することができたと考える。と

くにA男は，自分が光るものをぶらさげなかった

結果スイカがとられたと思っている。A男はその

ことを受け止め自分なりに何とかしようとした。

A男の気もちを汲み取り，教師が一生懸命網を探

すという行動をとったことは，A男があきらめず

に一緒に探すことにつながったと考えられる。ま

た，A男がスイカを葉で隠すという自分なりに考

えた方法を教師も一緒に楽しむことで，A男に自

分の失敗を乗り越える自信をつけることにつな

がったと考える。

のザクロの実を竹を使って努力して採る経験をし

ている。今年もザクロの実を見つけた。何とかと

ろうと考え始める。

①「竹の棒を使う」

　A男とC男は何とかざくろをとりたいと，

昨年使った竹の棒を探す。この竹はザクロの

枝を挟むために先を少し割る加工をしてあ

るものである。倉庫の裏の方で見つけ，A男

は早速ザクロの枝を挟もうと竹の棒の端を

持つ。棒はゆらゆらしてなかなか枝を挟めな

い。竹の先についていた砂が目にかかる。「う

わっ」と言いながらも何とかとろうと必死で

ある。C男が「貸して」と言い，交代してと

り始める。挟めないので「えいっえいっ」と

言いながら木をたたいていると，ぼたっとザ

クロが一つ落ちてきた。A男はそれをトレー

に入れて隣のクラスに渡してくる。自分たち

で食べると思っていたのになぜ隣のクラス

にあげるのか聞いてみると，　「だって，まだ

いっぱいあるけえ。一個ずつみんなの組にあ

げるってどう？」とA男は相談するように言

う。そこで，A男の思いを大事にしようと思

い「いいんじゃない？」とその考えに同意す

ると，A男はまたザクロをとりはじめる。

図1　スイカやられた一！

実践例2「ザクロをとりたい1」

　　　　　　　　　　　　　　（10月～11月）

〈背景〉

　裏庭に高さ5メートルほどのザクロの木がある。

毎年数個の実をつける。A男は年中児のときにご
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に木の台に乗り始める。そして，前の子に「代

わって」　「代わって」と言い，自然にザクロ

をとる順番ができ始める。教師のそばに来た

得意げなA男に「すごいねえ。よく考えたね

え」とにっこりとほほ笑む。

その後も努力はするが，ザクロはとれない。

③「きりこみいれたらいいんよ」

　次の日もザクロとりに挑戦しているが，た

たくだけでは落ちてこない様子である。それ

に気づいたのかA男が「やっぱり，もっとな

がいのがいる。それのさきに，きりこみをい

れたらいいんよ。せんせい，たけ，またとっ

てきてもいい？」と聞いてくる。A男が自分

の思いをはっきりと認識できるように「どう

するの？」と聞き返すと「もっとながいのに

して，きりこみいれる」と答える。　「なるほ

どねえ。いいよ。一緒に取りに行こうか」そ

う言って，教師とA男とC男で長そうな竹を

選んで戻る。

　A男が「せんせい，のこぎりかして」と言

う。やることが明確になっているから行動が

速い。A男は教師からのこぎりを借りるとC

男と一緒に竹の先に切り込みを入れ始める。

しかし，なかなかうまく切れず，手がだるく

なってくる様子がうかがえる。A男が「もう

だめ一。C男くん，かわって」というと，　C

男は「いいよ」と言い交代する。他の子ども

たちも棒を抑えたりのこぎりを交代したり

している。なかなか思うような形にはならな

かったが，もう限界というぐらいまで作業を

続ける。最後は教師が仕上げをする。A男た

ちは喜んでその竹を使い枝を挟もうとする

が，竹が長すぎて思うようには挟めない。

ない。そこでA男は「もっとながくしたらい

いんじゃない？」と考えを出す。それを受け

てC男も「ながくしよう」と言う。A男が「こ

れにつなげてながくしよう」と言うので，教

師はA男が自信をもってできるように「なる

ほど一。いいねえ」とそのイメージを大事に

しながら共感していく。A男とC男は2本の

棒をひもで数か所縛っていく。今までで一番

長くなる。しかし，重すぎてぐらぐらしてし

まう。それでも何とか二人で持ちながらザク

ロをとろうとする。この日は弁当を食べた後

も続けている。帰る時間が近づいてくる。

図2　2本の竹をつないでとる

【考察】

　「ザクロをとりたい」という強い思いのもと，

A男たちは何回もザクロとりに挑戦した。これは，

何回も挑戦できるように，子どもの様子から教師

が好きな遊びの時間を伸ばし，十分活動できる時

間を保障したことによる。また，裏庭にあるザク

ロの木が子どもたちが挑戦するにはちょうどいい

高さであったことも要因の一つであると考える。

また，あきらめないための教師のかかわりとして

は，自分たちががんばれば何とかなるかもしれな

い，と思えるぐらいの手伝いをしたことである。

道具を一緒に探したりやってみようとすることを

「じゃあやってみたら？」という後押しをしたり

である。また，自分たちで考えてやっていること

に心を寄せてほめていくかかわりもした。そのた

め，A男たちは自分たちのしていることに自信を

もってとりくむことができていたと考えられる。
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実践例3「どんぐりころがし」

　　　　　　　　　　　　　　　　　　（11月）

〈背景〉

　秋の自然物を使って「きく組ランドを作ろう1」

ということになった。子どもたちはそれぞれがや

りたいものを友だちとカを合わせて作り始めた。

その中の一つに「どんぐりころがし」があった。

子どもの身長ほどの高さがある段ボールとその半

分の高さのものを2つ縦につなげてあり，箱の中

に入り立ち上がることができる。そして，窓のよ

うなところにどんぐりを置くと，そこから細長い

段ボールを転がってゴールに行くというものに

なっている。その「どんぐりころがし」は保育室

の真ん中に大きく場所を占めていた。中に入って

どんぐりを転がすのがとても楽しそうなので，細

長い段ボールをもう一つ素材に加えてみた。

①　「いいものみつけた」

　どんぐりころがしで使っている細長い段

ボール（レール）をもう一つ用意しておく。

早速H男が見つける。「あ，これいいじゃん！

ここにつなげようや」E男もやってきて「い

いねえ。やろうやろう」と言う。二人は細長

い段ボールを使い始める。そしてもとのレー

ルにつなげて長いレールにする。だんだん

コースのイメージが湧いてきたらしく，H男

が「ゴールもいるねえ」と言う。それに反応

してE男も「あ，いいの，みつけた」と言っ

て，大きなお盆のような段ボールを見つけ

る。それをゴールに見立ててレールにくっつ

けている。

ところが，レールが長すぎてつなぎ目でくぼ

んでしまい，どんぐりがうまく転がらない。

H男は「なんかないかねえ」と言いながら

キョロキョロと保育室を見回し，きれいに

洗ったウサギ小屋（使っていないもの）を見

つける。　「あ，いいものみ一つけた。これ，

使っていい？」と聞いてくる。　「使っていい

よ」と言うそばから，E男が「ここにこれ（ウ

サギ小屋）置いたら…　　」と動かして考え
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転がすと再びうまくゴールの穴まで転がる。

教師「すごい！これ，よく考えたねえ」とと

にかく感心しながらほめる。

図3　2階からドングリを転がす

図4　坂道とゴールのつなぎ目をきっちりとめる

図5　スピードをおとすがたがたの山

③「もっとながくしようや」

　また次の日。細長い段ボールを見つけたE

男が「またまたいいものみつけちゃった一。

これでもっとながくしようぜ！」と言ってH

男と一緒に昨日のコースにつなぎ始める。し

かし，長すぎるためコースが崖のようになり

どんぐりが外へちらばってしまう。そこで教

師が「あ一あ一，どんぐりがちらばっちゃう

ねえ」とつぶやくと，H男は考えて「あ，い

いこと考えた！こうすればいいんじゃな

い？」と言って，素材置き場から細長い箱を

見つけてくる。それを崖になっているコース

につけて「これなら外にちらばらん」と言っ

て早速どんぐりを転がしてみる。ちらばりは

しないが，H男のイメージと違ったようで

「なんか…　　」と言いながら今度は大きな

段ボールを持ってくる。それを崖の下に置い

て，崖ではなくなだらかな坂道に変える。そ

れを見ていたE男が「いいねえ」と言いなが

らどんどんどんぐりを転がす。「もう，ちょっ

とまってや」とH男は困っている。それでも

E男は面白がってどんぐりを転がすので教

師が「何かお皿みたいなのがあったらいいの

にねえ」とつぶやく。それに反応したE男は

飼育ケースの底を見つけて「これならど

う？」と言ってセットする。ちょうど穴もあ

いていて，そこにコースを通すと，『楽しい

どんぐりころがし』になる。それを見たH男

は「あ，それいいねえ。E君，ようかんがえ

たじゃん」と二人で喜び合っている。近くに

いた子たちも「やらして」と入ってくる。E

男は大きな箱にどんぐりをたくさん入れて

どんどん転がす。どんぐりはすごい勢いで

ゴールまでいったりはみ出したりしている。

たちまち保育室中がどんぐりだらけになっ

た。　「あ一あ，もう，どうしょうるん」とd

女は半分あきれながらどんぐりを集めてい

る。教師が「何かいい方法はないかねえ」と

つぶやく。するとg女が「あ，これ（カップ）
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に入れたらいいんじゃない？」と言って，ど

んぐりを数個ずつカップに集め始める。他の

子も真似をして集め始める。g女は「これで，

小さい組さんきたら，はいってわたせるじゃ

ん」と嬉しそうに言いながら，どんぐりころ

がしゲームの今後を考えているようである。

おく。また，教師の意図していなかったものなど

子どもにとっては魅力的な素材となることもわ

かった。教師のかかわりとしては，困っているポ

イントを捉えてさりげなくヒントをつぶやくこと

をした。これにより，子ども自らが考えてやって

みるという姿が見られたと考えられる。また，子

どもたちが考えてやっていることに心を躍らせて

感情を出してかかわることを心掛けた。一緒にわ

くわくしたり困ったりすることで意欲が持続し，

最後まであきらめずにできたと考えられる。どん

ぐりころがしがうまくいくかどうかは，どんぐり

がゴールまで転がるかが判断基準となったので，

子どもたちにとって分かりやすく何回も工夫を重

ねることができたと考える。また，どんぐりがち

らばり困った状態になったとき，　「何かいい方法

はないかね」というように困った状態を放置せず

一緒に考えることで，g女のように使いやすさを

工夫する姿も見られるようになったと考える。

図6　段ボールでコースを支える

4　結論と今後の課題

図7　どんぐりころがし全体像

【考察】

　子どもの「どんぐりをゴールまで転がしたい」

という思いから，やってみては考えることを繰り

返す，様々な工夫をみることができる実践となっ

た。この事例でのあきらめずにやってみるための

魅力的な環境として，子どもの思いに沿った素材

の用意がある。転がしたいという子どもの思いを

汲み取り，細長い段ボールをさりげなく用意して

　あきらめずにやりきる喜びを感じるためには，

困ったときに一緒に考えてくれる教師や友だちの

支えが必要である。例えば，事例1では教師が一

緒に困ったり一緒に網を探したりする支え方であ

り，事例2では，子どもたちがやろうとしている

ことを認めたり活動できる時間を作ったりするこ

とであり，事例3では，困っていることへのヒン

トをつぶやくなどである。

　それらは，教師の小さなつぶやきであったり，

見守る姿であったり，友だちと同じ目的に向かっ

てやっている仲間意識であったりと，目には見え

ないけれど，確実に子どもたちを支えるものと

なっていると考える。また，一緒になって喜ぶ，

困るなど，気もちを共有することもやりきる喜び

につながることがわかった。

　教師の環境づくりやかかわりは，子どもの心を

無視して行うものではない。結果として「できた」

としても，果たしてそれが子どもにとって本当に

大切な環境やかかわりなのだろうか。子どものや
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掛：あきらめずにやりきる喜びを育む教師のかかわりとは

ろうとしていることに心を寄せ子どもの心もちを

感じる。その上で子どもが，あきらめずにやって

みようとする環境やかかわりをしていく。時には

見守り，時には挑戦的にかかわる。子どもが今ま

での自分の体験や知恵などを総動員して考えて

やってみる姿が見られたとき，教師の環境作りや

かかわりが適していたといえる。

　子どもたちのやりきる意欲について述べる。子

どもたちが必要感を感じてやりぬいた活動の結果，

できた，何とかなったという成功体験を積むこと

は次に挑戦する意欲をもつために大事である。反

対に，うまくいかなかったことに対して振り返っ

たとき，悔しさ，悲しさ，やるせなさなど，自分

では乗り越えることができない感情を味わうこと

もある。しかし，この思いを教師が一緒に感じる

ことで，次への意欲が少し湧いてきたりうまくい

かなかったことを認めることができたりする。教

師のかかわりは様々で，一緒に腹を立てたり，目

を合わせ頷くだけだったり，肩を抱き寄せたりな

ど，子どもの心に沁みこむかかわりが必要である。

この失敗しそれを受け止める経験が乗り越える力

となり，自分から創造的に何かを生み出すカのも

とにつながると考える。だからこそ，失敗をした

ときのかかわり方は重要であると考える。実は事

例2のザクロとりでは，結局ザクロをとることが

できなかったのである。しかし，それまでに一生

懸命かかわった，やりきったことでA男は納得す

ることができていると考える。

　今後も，このように自らかかわる体験をつむこ

とが，　「ああやったらいいかも！」という引き出

しをたくさん作ることにつながる。また，それを

支えることで粘り強くあきらめない逞しさを育む

こととなり，それが創造的にものごとにかかわる

もとになると考える。目の前にいる子どもたちに

合ったかかわりを模索しながら，子どもたちがた

くましく生き抜くためのカをこれからも地道に積

み上げていく。
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